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１ 資料の何を読むか 

 おはよう。私の趣味はランニング。毎日走る。夜は PTA の会合があっても、それが終わった

後、走って締める。 

 この２時間、共感、心を育むとは？を考えていきたい。 

 「心」を道徳で扱う。横山先生がよく言うが、豊かな心ってどんなこと？ 

 「いろんなことを感じ取れる」「すなお」「やさしい」 

 私もわからないことがある。心はどこにある？ 

 「頭」。そう思う人手を挙げて？（多数が挙手） 

 「全部にある」。そう思う人？（２，３人が挙手） 

 他に、胸、ハートマークを書く。 

 それでは、心は見えますか？ 

 「見えない」。でも、心は見えることがある。研修会でわかる。研修会では、見るからに義

務で来た人がおり、そういう研修会は後ろから詰まる。（笑） 

 前、５列ぐらいが空く。前の方に人がいない研修会は寂しい。前はお得だ。当たるから。同

じ金払うなら、前がいいのは歌舞伎と同じ。（笑） 

 １７時までの研修は、１７時２分になるとわかる。「早く終われ」というオーラが見える。

そんな時には心が見える。（笑） 

 みんな、心がどこにあるかすらわからないのに、道徳教育をやっている。そういうものだと

いうことを片隅に入れてほしい。「心」と簡単にいうが、私もわかっていない。 

 心を育む推進をするのが道徳教育。道徳も幅広いが、今日は「道徳の時間」の話をする。本

当は、生徒会とリンクした道徳教育などが得意なのだが・・・。 

 道徳の時間のやり方にはいろいろある。流派みたいなものだ。ＩＣＴを使うものもあるが、

私は読み物資料を使った道徳だ。なぜそれが良いか、後で考える 

 私は、字が下手。道徳の授業を５年生でやった。授業の感想の他に、先生について一言とい

うと、決まっている。「声が大きい、元気があり面白い、字が汚い」の３つ（笑）。「字が汚

い」は必ず書かれる。中学校ではあまりとやかく言われないが、小学校、特に低学年でやると

きどうしよう…。「はらい」や「はね」を意識したことがない。 

 今日は、先生相手だから、汚くてもいい。（笑） 

 資料の何を読むのか？「答えは、決まっている」という人は資料を読めていない。 

 初めて読んで感じたことは子どもも感じる。子どもと同じ読みのレベルでは、指導ができな

い。 

 それでは何を読むか？ 
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ぎさんの喜ぶ顔が見えたから」 

 資料には、うさぎが喜ぶ顔のことは書いていないけど、子どもには映像になっている。読み

物ではなく、アニメにしてやったら、最後にうさぎは喜んだ顔をしている。自分の頭で映像化

すると、心の響きかたが違う。テレビで見ると、笑っているになる。 

 自分の中で考える力は資料にある。映像は見てわかる。資料で考える時は右脳で考える。 

 ある研修会でこんなことを言う奴がいた。 

 「熊は力自慢をしたいだけだったのでは？」 

 そう考えるのは自由だが、そんなこと考えて嬉しいか？（笑） 

 こんなことを言う人もいた。 

 「うさぎに出会った。逃げなくてっ、と抱き上げた時に、うさぎは川に落とされるかもと不

安ではなかったかと子どもに聞かれたらどうするのですか？」という質問だった。 

 わたしは、「子どもにそんなこと考える子はいません」と答えた。うさぎが笑っていると考

える方が心は豊か。（笑） 

 

 横山先生にはいつも怒られる。「川崎は内容項目がない」と。 

 わたしは、「生きる」。どう生きるかを考えるのが道徳の時間だと考えている。 

 よりよく生きるのが道徳の時間 

 思いやりのあるのがいい。あなたはいつでも思いやりの心があるか？「ない」 
正直だ。いつも思いやりの心があるわけではない。 

 あなたは誠実か？「誠実ではありたい」 誠実ではありたいが、誠実ではない。（笑） 

 簡単にわかる。「ウソついたことありますか？」これでわかる。 

 ウソを何回付きました？「数えきれない。」 

 数学科なので、ある真実がある。ウソを付いた回数と年齢は比例する。（笑）  

 先生より、子どもの方がウソをついた数が少ない。（笑）自分の不誠実さを棚に投げて、子

どもに誠実たれという。（笑） 

 しかし、それも大切。子どもがうそを付いたときに、「だめ」といえなければ教師を辞めな

ければならない。 

 かつて、荒れた学校では、見て見ぬふりをしたともある。悲しいことだ。でも、いけないこ

とはいけないといわなくてはいけない。誠実に生きなければいけないと思っても生きられない

のが私たち。 

 「誠実に生きることは、なんて素敵なんだ」と思わせるのが道徳。 

 道徳は教える時間ではない。一緒に考える時間である。優しさって良いな、と共感すればよ

い。やっぱりそう生きるのが自分はいいな、でよい。このように生きなさいではいけない。 

 

 内容項目を毎週考える中で、最終的にどんな生き方をしようかを考える。生き方は、一生考

えなければならない。死ぬまでどう生きるかを考える。その基本を、子どもは道徳の時間に学

ぶ。今の道徳を教科化しようとする流れは怖い気がする。生き方は、人に押しつけられるもの

ではない。自分で考えるものだ。 

 基礎知識を持っていれば、子どもが自分で気づくように突っ込んでやらなければいけない。
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に、おばあさんのせいで約束を破ってしまった。 

 激しく祖母をののしった。どうして？「我慢の限界だった」 

 なぜ限界になったかの？「友達との約束を破ったのに、自分の過失ではなく、祖母のせいだ

から」そうだね。 ※ 「ののしった」を掲示。 

 こんなこともあった。大事なのはここから。３枚目の、１３行目以後。 

 ここまではあっさりやる。父の気持ちを聞いてもしょうがない。今日は３つやったが、１つ

でもいい。いくつ聞いても変わらない。ここからがいいところ。ここに時間を取りたい。 

 もう一度読む。 

 ずっと祖母のノートを読んでいた。居たたまれなくなって、空気に押しつぶされそうになっ

た。部屋から出た僕は、庭の片隅にしゃがみ込むおばあちゃんがいた。黙って、祖母の横に並

んで草取りを始めた。 

 ここを子どもに考えさせたい。 

  ※「何」を掲示 

 だまって祖母と並んで草採りを始めた僕。僕は心の中で、祖母に何を語りかけているか？ 

「おばあちゃんの思いに気づいてあげられなくてごめんね」 

「一生懸命やっている思いに気づかなくてごめん」 

「おばあちゃん、ありがとう」何が？「今まで面倒を見てくれて、僕たちにつくしてくれて」 

「今まで、自分のことばっかり考えていたけど、おばあちゃんの気持ちがわかったよ」 

どうですか？「おばあちゃんに優しく接していきたい」 

いいですね。「今まで非難していたけど、それでも大切にしてくれていたんだ」 

「ぼけが始まって非難していたけど、僕にも何かできることはないか」 

「かわいそうだな。」なぜ？「病気になったことついて。何かできたらな。」 

「僕らのことを考えてくれているが、つらい思いをしている。」「一番苦しんでいるのは、お

ばあちゃんだったんだ」 

 あと１０年。せめてあと５年。この思いは？「死ぬまでめんどうみてやりたい」どういう数

字？「僕と弟が成人になるまで」そうだ、なんとか生きたい。なんとかしたい。しっかりしろ、

ばあさんや。だんだん悪くなって、最後のページにインクの跡。 

 何の跡？「涙」 書けなくなって、おばあちゃんの涙。 

 もうどうしようもなく居たたまれなくなった。部屋の空気から逃れたくなった。おばあちゃ

んが草取りをしていた。日頃なら、何も思わなかった。ずっと見て、並んで草取りを始めた。 
何て語っているか？「ありがとう」いいですね。何に対して？「自分がつらい思いをしなが

ら、面倒を見てくれた」「もっと長生きしてほしい」「知らん顔をして通り過ぎたのは、申し

訳なかった」 

心の中でなんと語っていますか？「おばあちゃん、一人じゃないよ」「いつも、一緒にいる

よ。見守っているよ」もっともっと深めればいい。もっといろいろ考えていってくれる。 

そして、最後に「おばあちゃん、きれいになったね」とある。 

何がきれいになった？「庭がきれいになった」 
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 最初は

かいわな

 次に出

りがとう

 子ども

 涙の意

 「ぼく

 背中を

なかった

 声をか

 福山で

た。だん

 初めは

順番に当

 そのと

とをいっ

言った。

「心が変

 その後

。その後、

構造（過去－

おばあちゃ

難する前に自

のおばあちゃ

てののしった

はやっぱり、

ない。そこで

出てくるのが

。これは表

もはここで止

意味、「あと

」の気持ち

を見たとき、

た。だから語

かけたのが、

で授業をやっ

んだん深まっ

は、「ごめん

当てるから、

き、真ん中

った。「あり

大阪のノリ

変わった」と

後ろのひょう

感想を書い

－出来事－変

ゃんの存在で

自分の行動を

ゃんだから恥

た。ひどい。

「ごめんね

で、なぜごめ

が、「ありが

表（自分）裏

止まる。ここ

と１０年、せ

ち。横山先生

「僕」は泣

語っていない

「きれいに

ったとき、印

った。 

んね」、「あ

考える。 

中の女の子が

りがとう」。

リで、「誰の

といったら、

うきんな男の

いて終わる。

変容）と一緒

で心が変わっ

を改めよ。

恥ずかしい。

 

ね」。これ

めんかを聞く

がとう」。こ

裏（相手）。

こで、次の部

せめて５年」

生は、「主人

泣いている。

いし、だまっ

になったね」

印象的だった

ありがとう」

が、不良っぽ

何がきれい

の？」ときい

周りがほぉ

の子。「庭」

これ（いっ

緒。 

った。前は、

（笑） 

。身内だから

（自分）で終

く。そうしな

これが、ここ

 

部分に行かな

、ここをち

人公の着ぐる

。だから横に

って草を取っ

 

た。前は簡単

」。だんだん

ぽい子がいた

いになった？

いたら、「お

ぉ～となった

といった。

っしょに）を

、ひどい。

らはずかし

終わってし

ないと深まら

こ（相手）の

ない。 

ちゃんと読む

るみを着て、

に並んだ。泣

っている。

単に終わる

ん、「面倒見

た。何と言

？と聞いた

おばあちゃん

た。 

 

どう

んが自

に見え

ないが

芽生え

た。」

 

 これ

い方が

い。長

る。 

 今日

話した

きる」

を意図して書

片づけを任

い。もっと

まう。子ど

らない。 

の部分。世

む。そのイメ

、考える」と

泣いている

。中心発問

見るよ」に

うかなとお

ら何と言っ

ん」。顔は一

うですか？「

自分にとって

えた。」前と

が？「感謝の

えて、見え方

 

れは、長いこ

がいい。感性

長くやると

日は、生きる

たね。ここ（板

の横）に、「い

書いている

任せきりでし

ひどいのは

どもは「ごめ

話になって

メージを作ら

とよく言う

から、よう

で３５人に

なっていく

おもったら、

たと思う？

一緒だとつっ

「おばちゃ

て、きれい

と顔変わら

の気持ちが

方が変わっ

ことやらな

性を聞きた

理屈にな

るについて

板書の「生

いっしょ」

。 

してなかっ

は病気だと

めんね」し

ている、あ

らせたい。

。 

声をかけ

に全部当て

。これは

平凡なこ

「顔」と

っこんだ。



 次に、

服はさっ

めればよ

 

 前に教

 「庭」

いた。 

 道徳は

だが、あ

れ。 

 こんな

背は？「

のイメー

 挿絵は

恐れがあ

ンパクト

 

４ 「語りか

 次の資

 富山県

甘辛く似

 そのあ

 感動的

の実話だ

 私自身

起きて、

た。海沿

 今から

  「語

 

 授業で

 どこに

 どこ？

なぜ？「

 どこに

 私は、

 響いた

全員当て

みとるこ

３人目。何

っきも一緒と

よい。 

教師の研修で

から入る。

は理屈でない

かつきに載

なイメージし

「低め、腰が

ージでやりた

は怖い。イメ

ある。これが

トが違う。だ

かける目」 

資料は、私の

県に呼ばれた

似た授業。そ

あと、私が模

的な資料は、

だ。 

身に被害はな

６歳、５歳

沿いの学校に

読む。感動

語りかける目

で「生きる」

に線を引きま

「ありがと

「母と少女の

に線を引いた

全員立たせ

たところを言

てると２０分

とになる。

何と言ったか

と言ったら、

で、こんなこ

答えが、庭

い感性の部分

載っている資

したか？「も

が曲がってい

たくない。 

メージが決ま

が映像になっ

だから、文章

の３本の指に

たときに見た

その時少女は

模擬授業をし

いっしょに

なかったが、

、３歳の子

にいたので、

動した部分、

目」 警察官

を考えるよ

ました？「少

とう。もう逃

の葛藤」 

たかはどうで

せる。言った

言って、なん

分かかる。最

 

か？「服」。

「心が変わ

ことがあった

以外考えら

分。元は文部

資料。あかつ

っと、きたな

いた」、髪は

まるから。わ

ったらなおの

章だけ打ち直

に入る資料。

たが、悲しい

はどんなこと

した。 

に感動した部

震度５はあ

どもを守っ

校舎から神

１箇所に線

官の手記   

よ。当ててい

少女の名前を

逃げなさい。

でもいい。理

た人からすわ

んで響いたか

最後に、中心

この場面。

わったから」

た。 

れない教師

部科学省の資

つきの挿絵は

ないかっこう

は？「短い」

わたしは、だ

のこと。それ

直して使う。

 

い授業だった

とを思ったか

部分を話し合

あってびっ

た。朝にな

神戸が見えた

線を引いてほ

    朗読 

いく。 

を聞くことさ

と、母は握

理由を聞くの

わる。それも

かを聞いて、

心発問をする

誰の？「お

」。しっと

師が

資料

はこ

う」

こ

だから絵は使

れでも悲し

 

た。せっかく

か？悲しいに

合えばよい

くりした。川

なって、テレ

たが、煙が上

ほしい。 

さえ忘れてい

握っていた手

のが大事。

もいいんだよ

情景とかを

る。子ども

おばあちゃん

りした空気

使わない。

い。しかし

くの天然物の

に決まってい

。これは、

川の字で５

レビを見たら

上がっていた

いた」なぜ、

手を放した。

よと声をかけ

を説明しなが

と共有して

ん」、待って

気になった。

イメージが

、読み物資

の鯛を、刺身

いる。 

阪神淡路大

人寝ていた

ら、神戸で地

た。 

、「警官の

。」ここがメ

けながら。 

がら味わっ

、資料をも

てました！

ここでや

が流される

資料ならイ

身でなく、

大震災の時

たが、飛び

地震があっ

心」 

メジャー。

ていく。 

もう１回読



 体育館

てもかわ

 この資

 少女は

思った。

  警察官

「死んじ

 不安と

ＰＴＡだ

 いろい

最後に

 それで

 実話だ

 生命尊

 それで

やっぱり

 昨今、

いか、悪

夢や希望

考えさせ

ら同じ。

教育は

 この少

やってい

 

５ まとめ

 今日は

業の良さ

 レジメ

 私は、

いる３つ

 何か？

 「聞く

が大事か

 先生で

のなら、

方が大切

 道徳は

声が小さ

館が広い。そ

わいそう。 

資料は、先ほ

は、最後まで

強いと思っ

官にここまで

じゃった母の

も言う。中

だと号泣する

いろある。深

に、こう書く

でも（今でも

だ。みんな、

尊重でやって

でも生きてい

素敵と思え

大阪で体罰

悪いに決まっ

望をなくさせ

せることが教

 

は、生きるこ

少女は哀しい

いくのが教育

めとして  

は模擬授業を

を考えても

にピラミッ

一番上の部

つである。 

「自分の心

」「共感し

かというと、

でよくあるの

書かないほ

切。 

は内面を聞く

くなる。 

そこにナベの

ほどのような

で私の目を見

った。少女の

で思わせたの

の分も生きて

中学生は自分

る。父親だと

深めることに

。 
も）生きてい

ほ～んとい

ている。家族

いる。母の分

えるようにし

罰が問題にな

っている。問

せた。子ども

教育。殴って

ことはすばら

いに決まって

育だ。 

を行った。本

もらいたかっ

ッドがある。

部分を見せた

心に響く」そ

して聞く」そ

目を見て聞

のは、一生懸

ほうがまし。

く。文章に書

の前に座って

なやり方をし

見続け、警察

の名前を聞く

のは、彼女の

ていく」残り

分とオーバー

と警察官の立

によって、少

いる。  

いう顔をする

族愛でやる方

分も背負って

したい。 

なった。哀し

問題は殴った

もに夢や希望

てなくても、

らしいと思わ

ている。それ

本当は３０人

った。 

 

た。△の何か

それは前提だ

その通り。ま

聞くこと。

懸命板書する

板書はあと

書いてあるこ

ている、すご

してもしょう

察官に、目は

くのさえ忘れ

のどんな思い

り時間、これ

ーラップする

立場になる。

少女の思いを

る。生きると

方法もある。

て生きている

しくなる。体

たことではな

望を持たせ、

、夢や希望を

わせること。

れでも生きて

人から４０人

かというと、

だ。 

まず受容。受

る。きれいに

とづけ。目を

ことは、自信

ごい光景。遺

うがない。

は生きてい

れた 

いですか？

れをやるだけ

る。大人の女

 

を考える。

と言うことだ

 

る。生きるっ

体罰が良いか

なく、子ど

、生きるこ

を失わせて

それが教育

ていくんだ

人が適正規模

、自分が模擬

受容に始ま

に長く書く

を見て、近

信を持って言

遺骨が入っ

る、哀しい

「生きてい

け。 

女性だと、自

だ。 

って、

か悪

もの

とを

いた

育。 

。そう思い

模。模擬授

擬授業をや

り、受容に

。それで、

くによって

言う。しか

ていた。ど

いと思った。

いくぞと言う

自分が母に

いたい。それ

授業を通じて

やるときにこ

終わる。受

子どもの顔

聞いてあげ

かし、内面に

どこをとっ

美しいと

気持ち」

なる。 

れを考え、

て道徳の授

こだわって

受容では何

顔を見ない

げることの

については



 「もっ

る。そう

 クラス

 昨日も

そのため

 次にこ

受容・承

 見えな

 何か？

ら、深ま

  横山先

先生には

 資料の

 前回は

勉強しな

だから、

だインク

 もう一

 資料の

 もうひ

い。それ

 子ども

どもを皿

る。これ

るかだ。

  ここ

たら教師

いかに生

 明日か

 

 道徳の

是非、参

 横山利

  http:/

 道徳ナ

  http:/
 

っと、大きな

したときは

スができてく

も、子どもが

めには、受容

こだわってい

承認・深める

ない部分に二

一つは資料

まらない。資

先生を囲む会

は、川崎は勝

の読みの研修

は、こてんぱ

なくてはいけ

どこをやる

はやりたい

一つ下にある

の読みは訓練

ひとつ下に大

れは、人間力

もを手のひら

皿の上で泳が

は自分を磨

 

にいる人は

師でなくなる

生きるか。 

からも頑張っ

の授業を勉強

参加してくだ

利弘先生を囲

//www.kinki

ナビＩＮ 大阪

//www.kinki

な声で言いな

は教師が拡声

れば、受容

がブレイクし

容。認め、承

いるのは、深

るを意識する

二つある。 

料の読み。そ

資料の読みは

会では、資料

勝手にやれば

修会を９１回

ぱんにやられ

けないと思っ

かが勝負。

い。 

る。 

練すればよい

大事なものが

力、教師力だ

らで扱えるよ

がす。皿の大

磨くしかない

は共通してい

る。教師とし

っていきたい

強したい人は

ださい。 

囲む道徳教育

i-doutoku.co

阪 

i-doutoku.co

なさい」は言

声器代わりに

容されている

した。５年生

承認していく

深める。その

る。これは、

その資料をど

は大事。 

料の読み方を

ばよいと言わ

回やった。毎

れた。先生の

った。「一冊

僕の気持ち

い。 

がある。これ

だ。 

ようになる技

きさには違

い。自分はど

いる。教師だ

してどう生き

い。 

は、次のＨＰ

育研究会 

m/yokoyama

m/osaka/ 

言ってはいけ

になってやれ

る安心感があ

生ではじけた

く。承認は、

のためには切

氷山の上の

どう読むか。

を勉強してい

われて嬉しか

毎回２本資料

の罠に引っか

冊のノート」

と滲ん

れが難し

技術。子

違いがあ

どう生き

だ。辞め

きるか、

Ｐも見てほ

a/category/m

けない。自信

ればよい。

あると、だん

た。手を挙げ

うなずく、

切り返す。聞

の部分。 

。教科で言

いる。大阪で

かった。 

料を読み、ど

かかった。

」では、前

しい。この勉

movie/  

信がないと

んだん大きな

げだし、笑い

、板書する、

聞きっぱな

えば教材研

で開催し、今

どう読むかを

一方的な見

の部分をや

勉強会は誰

きは、声が

な声になる

いが出てき

、声掛けな

しでは深ま

研究。一読し

今師範をやっ

を検討して

見方と言われ

やっても時間

誰でも参加で

が小さくな

。 

た。 

ど。 

まらない。

してやった

っている。

いる。 

れ、もっと

間との勝負

できるので


